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1―1.「あいだ」を生きる
―ナイロビにおける若年ミドルクラスのセクシュアリティ―
Rachel Spronk, Ambiguous Pleasures: Sexuality and Middle Class Self-Perceptions in Nairobi 
（Berghahn Books, 2012）
三阪　夕芽子
タブーとなるテーマは、ごくふつうの家庭のようすとか、アフリカ人同士の
愛とか（死者がかかわってくれば話は別だ）、アフリカ人作家やインテリにつ
いて言及したり、フランベジアやエボラ熱や女性器切除に苦しんでいない学
校生徒たちのことを書くことだな（Wainaina 2005 ＝ 2014）。
1　はじめに
　この一文は、ケニア人若手作家ビンニャヴァンガ・ワイナイナ（Binyavanga Wainaina）に 
よる「アフリカをどう書くか（How to write Africa）」という皮肉たっぷりの反語的エッセイ 
からの引用である。それは「アフリカ」という一つの地域全体が、非アフリカ圏―特に欧米、
もちろん日本も含まれるだろうが―において一枚岩的に、そしてステレオタイプ的に表
象され描かれてきたことに対する憤りをこめて書かれている。紛争や貧困が絶えず、あら 
ゆる病気の温床となっている「未開」で「野蛮」な地域というマスメディアなどを通じたア 
フリカ表象は、長いあいだわれわれのアフリカ認識を固定化させている。
　本稿で取りあげるオランダの人類学者レイチェル・スプロンクによるAmbiguous Pleasures 
で展開されるのは、ワイナイナが「アフリカをこのように描いてはいけない」と「警告」す 
る「アフリカ人同士の愛」や「インテリ」、「エボラ熱や女性器切除に苦しんでいない」人び 
とといった非アフリカ圏で描かれるステレオタイプ化されたアフリカイメージを越えた、
現代アフリカ都市ケニアの首都ナイロビで生きる若いミドルクラス男女の姿である。彼ら
は、ナイロビアン（Nairobian）―ナイロビで生まれ育ち、両親や親戚の出身村にもほとん 
ど訪れたことのない 20 代から 30 代の若年層―とも呼ばれる。ポストコロニアルの現代 
を生きる彼らは、自身を「新たなアフリカ」の牽引者と認識しており、伝統的なアフリカ性 
を継承する一方で、時代に適応した近代性を追求する。スプロンクは、このような「伝統」 
と「近代」を架橋する彼らを「アフリカのやり方でモダンであること（being modern in African 
way）」を実践する人びとと捉え、それを分析するアプローチとしてセクシュアリティに着 
目する。なぜなら、スプロンクによると、ケニアにおけるセクシュアリティは、伝統的な道 
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徳性や植民地支配時代に根付いたキリスト教の道徳性とともに捉えられる一方で、近年で
は「快楽」や「欲望」と結びつけられたモダンな行為として、若年ミドルクラスの近代的主 
体としての自己認識の中心になっているからである。
　本書は、スプロンクがアムステルダム大学社会科学研究所（Amsterdam School for Social 
Science Research）に提出した博士論文Ambiguous Pleasures. Sexuality and New Self-Deﬁnitions 
in Nairobi（2006）をもとに執筆したものである。スプロンクは、約 15 年間にわたり、ナイ 
ロビにおける若年ミドルクラスのセクシュアリティや恋愛に関する民族誌的研究を行って
きた。スプロンクの研究の根底にあるのは、「アフリカのセクシュアリティ」として示され 
る固定化された表象、特に西洋からのまなざしを受けた表象を解体することである。そのう 
えで、セクシュアリティという視角をもって、社会変動とそれを牽引する新たな主体である
都市若年ミドルクラスに関心を抱いてきた。本書は主に 2001 年から 2002 年、そして 2004 
年にナイロビで行われた 49 名（女性 24 名、男性 25 名）の異性愛者である若年ミドルクラ 
スへのインタビュー、手紙やメールのやり取りに基づいた詳細なエスノグラフィーを交え、
セクシュアリティ研究の視点に依拠しながら論考が進められている。以下では、まず研究の
視座であるセクシュアリティ研究について確認し、次に本書の概要を紹介する。そして著者 
の議論をふまえたうえで、現代アフリカ都市におけるセクシュアリティと社会階層の接合
を研究の焦点に据えていく必要性について、評者の研究と関連させながら議論を展開させ
たい。
2　 研究の視角：セクシュアリティ研究
　スプロンクが研究の視角とするセクシュアリティとは、どのようなものであろうか。「セ
クシュアリティ」は非常に多義的なことばであり、訳語としても曖昧なものである。著者は、 
類似した語彙である「性」（sex）を性的行為あるいはカテゴリ（男女の区別）とし、「セク 
シュアリティ」（sexuality）を性的指向（異性愛、同性愛など）や性的欲求・快楽といった身 
体的感覚を表す概念と位置づける（本書 : 7）。また、これまでアフリカを対象としたセクシ 
ュアリティ研究において、性的欲求や性的快楽などの身体的感覚についてほとんど焦点が
当てられてこなかったことを指摘し、本書では分析対象として、若年ミドルクラスの性行為 
（性交に至らなくてもそれを促すような愛撫や行為も含む）や身体的欲求、感覚、快楽に関 
する語りに着目する意義を示す。
　セクシュアリティの人類学的研究は、婚姻、家族、親族、通過儀礼など、性や性行動の社 
会規範や社会制度に関連して行われてきた。1920 年代から 1930 年代にかけて、B．マリノ 
フスキーによるトロブリアンド諸島における配偶者間のセクシュアリティ（『西太平洋の遠 
洋航海者』 1922 ＝ 1967）、そして M．ミードによるサモアにおける思春期のセクシュアリテ 
ィ（『サモアの思春期』 1928 ＝ 1976）を嚆矢としたが、その後、具体的な性行動を題材とし
た人類学的研究はほとんど現れなかった（本書 : 29-30）。1960 年代から 70 年代にかけては、 
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フェミニズムやレズビアン・ゲイ研究が盛んに行われるようになり、さらに 1980 年代以降、 
HIV ／ AIDS が世界的な問題となったことで感染予防対策の推進が緊急課題として求められ、 
HIV 感染経路の一つであるとされる性行為の研究が劇的に増加した（本書 : 31，Parker and 
Gagnon 1995）。しかしスプロンクは、これらの研究に関して以下のように指摘する。
　欧米における人類学的な性行為の研究は一定程度の地位を獲得しているにもかか
わらず、グローバル・サウスにおいては、生殖、ジェンダー、HIV ／ AIDS、家庭内暴力、
コンドーム利用、人権などといった領域で扱われる現象の副次的なテーマとしてし
か扱われていない（本書 : 31）。
　このように著者は、近年の非欧米地域におけるセクシュアリティ研究は、それを社会問題 
として捉える傾向にあることを指摘する。また、このような疫学的、保健・公衆衛生的視点 
からの研究を補填するように、多くの人類学におけるセクシュアリティ研究は、構築主義的 
アプローチで捉え直されるようになった。しかし、著者は性行為は「身体的（肉体的）経験」 
であり、従来の言説分析に依拠した構築主義的アプローチでは身体的感覚を十分に説明で
きないことを指摘し、性的感覚、欲望、快楽などをふまえた身体的経験としてセクシュアリ 
ティを研究することの重要性を強調する。身体とは、本書でスプロンクが引用しているトー
マス・ソーダスによると「文化と自己の存在論的基盤」である（本書 : 10）。それは、身体を 
分析の中心に据えることで、文化や自己について理論化する方法論となりうる可能性を示
している。ソーダスの理論的枠組みを用いながら、本研究における分析手段としてのセクシ 
ュアリティの有効性は（1）主観的・身体的経験という力強い表現手段であること、（2）信 
頼や自信を伴う私的交換であること、（3）文化的認知や政治的分断などの社会的影響を受け 
やすいこと、という三点にあることが示される（本書 : 271）。そして、身体的経験に関する 
言説分析と実証的研究を接合させながら、自己がいかに生成されるのか、いかにセクシュア 
リティが人びとの自己理解の一部となっているのかを分析する（本書 : 33-4）。すなわち、都 
市若年ミドルクラスのセクシュアリティに関するエスノグラフィーによって、身体的感覚
がいかに男／女、若さ、洗練された、アフリカらしさ、モダンな、といった主体位置（subject 
positions）に関連し、また社会的に定められているのか、ということを示すことができるの 
である（本書 : 283）。
3　本書の内容
　序章と第 1 章において、ポストコロニアルを生きる若年ミドルクラスの現状や、問題意
識、問題設定、そして調査上の手法について詳細な説明が行われる。ここでスプロンクが繰 
り返し強調することは、アフリカにおける固定化されたセクシュアリティ表象である。例え 
ば、これまで西洋知識人が「アフリカ男性」を、複数人と性的関係をもち無責任にふるまう 
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人びととみなしてきたことや、「アフリカ女性」を、権利を奪われ、出産のためにしか性行 
為をせず、性的快楽は「無い」とみなしてきたこと（本書 : 23）。それは、彼らのセクシュア 
リティを欧米のそれとは異なるものとして捉えてきた態度への批判である。アフリカにお
ける「恋愛とセックスの関係、エロティシズム、夫婦間の性的関係、女性の（性的な）快楽 
に関する文献はほぼない」（本書 : 24）ことを指摘し、本書全体の議論としてアフリカ研究と 
セクシュアリティ研究を架橋する意欲的な姿勢が感じられる。
　第 2 章では、ケニアにおける植民地支配時代からポストコロニアルの現在にいたるプロ
セスのなかで、セクシュアリティに関する歴史的文脈
1
が説明され、特に急速な都市化と人 
びとの移動による社会変容がジェンダー／セクシュアリティにもたらした影響が指摘され
る。現代ケニアのジェンダー／セクシュアリティは、植民地支配期からポストコロニアル期 
にかけての社会変動によって多大な影響を受けている。例えば、植民地時代に形成された
「外で働く男性」と「内（家庭）を守る女性」のジェンダー化された枠組みは、植民地支配 
の産物であり、ポストコロニアル期においてもなお保ち続けられている
2
。多くの被植民地 
支配国に共通する状況だといえるが、近代国家の民主主義や人権などのリベラリズムの理
念と、伝統社会の価値というふたつの異なる言説や実践が、拮抗しながら、どちらも正当な 
ものとして併存し続けているのである。
　そして、アフリカのセクシュアリティを論じる上で避けられない HIV ／ AIDS をめぐる言 
説の歴史的な背景が第 3章にて述べられる。エイズは、常にケニア国民の話題の中心となり 
続けており、そのほとんどはセクシュアリティと結び付けて捉えられている
3
。特に、国民 
の約 8 割以上がキリスト教徒であるケニア（KNBS 2010）では、その教義に基づき、婚前外 
性交渉は道徳に反することだと捉える傾向が強く、エイズは不道徳な行為、つまり婚前外性 
交渉が引き起こす「不道徳」な病気として理解されているのである。
　では、若年ミドルクラスの男女は、セクシュアリティをいかに経験し、それについてどの 
ように語るのであろうか。第 4 章と第 5 章は、10 人の若い男女（女性 5 名・男性 5 名）へ 
の、恋愛やセクシュアリティに関する綿密な聞き取りに基づいたエスノグラフィーである。 
第 4 章では若年女性、そして第 5 章では若年男性のセクシュアリティの経験を彼らの語り 
から描き出す。性行為について彼らは、「ものすごい衝動で、体のあらゆる部分が呼び覚ま 
される気分」（本書：127）、「とてもセクシーになったような気分にさせる」（本書 : 144）、「ハ
イウェイを BMW に乗って超スピードで運転しているときの気分」（本書 : 196）と、スプロ 
ンクを相手にいきいきと自らの体験を語る。しかし、これまでケニアのみならず多くのアフ 
1　ナイロビは、1899 年にイギリスの東アフリカ保護領の拠点として誕生した植民都市である。 
当初は、男性労働者のみが居住することを許されており、女性や子どもは一切居住が認めら 
れていなかった（White 1990）。
2　植民地政府のみが与えた影響ではなく、キリスト教布教団も植民地支配期においてジェンダー 
化の重要な担い手であった。
3　アフリカで猛威を振るうエイズは、欧米で多くみられる同性愛者や麻薬中毒者を中心とした 
ものではなく、異性間性交渉や母子感染によるものが多い（宮本・松田 1997: 539）。
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リカ諸地域において、女性のセクシュアリティは生殖や母／妻性の象徴として捉えられる
べきものであり、享楽性と結び付けられるものではなかった。また、男性のセクシュアリテ 
ィは、性への奔放さや性的能力（例えば、一夫多妻制［ポリガミー］に示されるように多く 
の女性と関係を持つこと）と結びつけて捉えられてきたのに対し、彼らは近代的な恋愛（ロ
マンティック・ラブ）や、親密な関係にある一人の女性としか性行為を行わないという意味 
においてモノガミーであることを重視している。スプロンクはまず、このような彼らの語り 
からこれまでのジェンダー化されたセクシュアリティを否定している姿勢を見出す。しか
しその一方で、女性は性行為を「大人の女性になった気分」（本書 : 156）と語ったり、男性 
は「女性にオーガズムをもたらせることで自信がつく」（本書 : 127）と語ったりする。そこ 
でスプロンクは、L．アルチュセール、M．フーコーの主体化論（subjectivation）を踏襲した 
J．バトラーの「主体化＝服従化」の矛盾（Butler 1997=2012）を援用しながら、若年ミドル
クラスの男女は旧来のジェンダー化されたセクシュアリティに抗いつつ、結局「男女」のジ 
ェンダーの構図を再生産している可能性を指摘する。
　彼らのセクシュアリティに関する語りは多様であるが、男女ともに共通してみられるこ
とは、モダンな行為として積極的に捉えられている身体的経験としてのセクシュアリティ
には、不安と緊張が伴っているということである。それは、特に若年ミドルクラスより上の 
世代や都市部以外で生きる大多数のケニア人に受容されているような規範や「伝統的」慣習 
―特に女性では、婚前の貞操を守ることや、出産に結びつかない性行為の「不道徳性」と 
いう規範、男性では、複数の女性との関係をもつという性的能力で示されてきた「男らしさ」 
を弱めてしまう不安―を乗り越えることの苦悩と葛藤を意味する。このように、近代的自
己／主体形成を探求するうえで、従来の「セクシュアリティ」を乗り越えようとする試みと、 
それに付随する不安感を、曖昧な都市若年ミドルクラスのセクシュアリティの実践に関す
る語りを通じて描き出している。
　第 6 章では、このようなセクシュアリティの新たな位置づけは、マスメディアによっても 
たらされている側面があることを説明する。欧米の近代を特徴づける性規範であるロマン
ティック・ラブは、現代ケニアの親密な関係性においても一つの主要な原理となっているが、 
それはテレビ、ラジオ、ソープ・オペラ、雑誌などのメディアによって生成されているとみ 
なすことが可能なのである。
　最終章である第7章では、本書の題名ともなっているAmbiguous Pleasures（曖昧な快楽）の
考察が行われる。若年ミドルクラスの男女はモダンさを追求する存在であるとはいえ、対 
概念とみなす伝統性やアフリカ性を否定しているわけではない。彼らは特に上の世代や他
の多くのケニア人から、「（これまでのアフリカ文化から脱しているという意味で）非アフリ 
カ的」と非難されたり、「西洋」と比較されたりすることへの嫌悪感
4
を抱いている（本書 : 
4　本書の冒頭に、スプロンクとその後インフォーマントとなる男性との間で初めて交わされた興 
味深い会話がある。彼と筆者は、何かの拍子に女子割礼について話し始め、彼はそれを「アフ 
リカの文化のひとつ」であり「君たちのような欧米人にはそれがどんなに重要か決して理解↗
9三阪：「あいだ」を生きる
ＫＧ　社会学批評　第 4 号　［March 2015］
284）。すなわち、古い世代が守ってきた「伝統的なもの」も、植民地支配期以来のヘゲモニ 
ックな「西洋的なもの」も、どちらも忌避するべきものであり、同時に守るべきものだと捉 
えているのである。「モダンさ」とは極めて曖昧なものであり、否定的にも肯定的にも捉え 
られるものではない。「未開」や「野蛮なもの」という文脈を引き合いに出すときには肯定 
され、「西洋文化」と対比させるときには否定的なものになるのである。それは、若年ミド 
ルクラスがセクシュアリティに関して、「アフリカ性（Africanness）」―長老政治的権力構 
造、女子割礼
5
、花嫁代償、伝統的なジェンダー価値など―、と「西洋化（Westerniza-
tion）」―個人主義、キリスト教的道徳、ロマンティック・ラブ、ジェンダーの平等性、貞 
操や貞節―、という双方の価値のはざまに置かれていることを意味する。そして、彼らは自身ら 
の世代でアフリカ的であることとモダンであることとのあいだを架橋しようとしており、
彼らにとって「アフリカのやり方でモダンである（being modern in African way）」ことが近 
代的自己の主体性として最も重要な概念であると結論づけられる。
4　セクシュアリティと社会階層の接合へ
　本書は、従来の研究が再生産しがちであったステレオタイプ的な「アフリカのセクシュア 
リティ」ではなく、都市若年ミドルクラスのセクシュアリティに関する身体的な経験や認識 
に基づいた語りを通じて「セクシュアリティ」を捉え直すことを試みた。これを通じて明ら 
かになったことは、彼らの身体に織り込まれている葛藤である。それは、一方で性行為を快 
楽や充足感などを軸にして肯定的に捉え、他方で、伝統的・道徳的規範、ポリガミーや女子 
割礼などの慣習に関して伝統と近代のあいだで揺れ動き、そしてそれをアフリカ性とモダ
ンさという認識で架橋しようとする営みを意味する。このように社会変動の最中にあるか
らこそ生成される状況をセクシュアリティという視角によって克明に描き出したことは、 
筆者が課題としていたアフリカ研究とセクシュアリティ研究の架橋を見事に果たしている
という点で評価したい。この架橋を果たすことができたのは、著者が本研究で、ナイロビと 
いう過渡期にある都市に生きる若年「ミドルクラス」に着眼したからこそ導かれた成果であ 
るといえる。つまり、セクシュアリティを通じて得られた知見である、葛藤と不安、そして 
それをアフリカ性とモダンさという双方の認識によって架橋しようとする特徴をもつ近代
的主体性としての自己認識は、若年ミドルクラスにおいて特に先鋭に表れてくるものであ
　↘できるものではない」と非難する。しかし、その後再び彼と女子割礼について議論した際に、 
実は彼は女子割礼に対して批判的な立場にあり、もはや現代には必要のない酷い野蛮な慣習 
だという考えを吐露する。筆者と初めて会ったときは、「いつものように外国人が女子割礼を 
批判したり、われわれがどう生きるべきかを伝え」に来たのだと思い、アフリカの文化として 
の女子割礼を擁護してしまったのだと告白する（本書 : 1-2）。
5　女子割礼：Female circumcision。しばしば女性器切除：Female Genital Mutilation（FGM）とも呼ばれるが、
本書では一貫して前者が用いられているため本稿でも女子割礼と記す。
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ると考えられる。アフリカ研究の文脈におけるセクシュアリティへの着眼と同様、ミドルク 
ラスへ着眼したことも、従来のアフリカ研究の視点とは異なり、斬新な知見をもたらしてい 
るといえる。まさに、冒頭のワイナイナの引用で描かれた人びとの状況を、エスノグラフィ 
ーという手法で明らかにしていったことは、本書の持つ最大の魅力のひとつである。
ここでスプロンクがミドルクラスを対象化したことは、アフリカ都市の社会階層とセク 
シュアリティの関係性を深く広く捉えるための突破口になるのではないかと考える。人び
との「性行為やそれに伴う性的欲望や性的快楽」という身体的感覚を通じた自己認識の形
成過程を、社会階層構成を分析するアプローチとして用いる試みである。実際に、スプロ
ンクはすでにそうした研究の方向性に踏み出しており、別のところで本書での議論を展開
し、アフリカ社会におけるミドルクラスを階層研究の文脈で捉え直した論稿を執筆してい
る（Spronk 2014）。そこでは、社会変動の下で「増加の一途を辿る」とされているミドル
クラスの内実が主に経済的指標
6
で計られていることへの限界を示し、文化的実践をふまえ
た指標―教育、居住環境、消費、余暇、ライフスタイル（cf. Bourdieu 1984 ＝ 1990）、そ
してセクシュアリティ―を考慮する必要性を論じている。
この点において、過渡期にある現代アフリカ都市の社会階層を多角的に捉えるために、ミ 
ドルクラスのみならずロウアーミドルや貧困層など、他の階層にも焦点を当て、セクシュア 
リティと社会階層という広い文脈で捉え直す可能性が開けてくるのではないだろうか。確
かにスプロンクがミドルクラスを対象化したことは、「これまでの都市アフリカ研究は特に 
貧困層に注目してきた」（本書 : 11）と指摘するように、旧来のステレオタイプ的な貧困層 
への着眼に対する挑戦であった。しかしそれでは、対象を変えることでこのステレオタイプ 
が解消されるという印象を抱きかねない。本書で対象とされた若年ミドルクラスのように、ナ 
イロビで生まれ育ち、農村との紐帯や伝統的価値に依存せず、しかし彼らのように社会的経 
済的な余裕があるとはいえないロウアーミドルや貧困層の若者がいることも事実である。
著者の議論をふまえたうえで、同様のアプローチでその他の階層へともう一度視野を広げ
ていくとき、現代アフリカにおける「伝統」と「近代」をめぐる葛藤や社会階層構成のダ
イナミズムが鮮明に浮かび上がってくるのではないだろうか。
　そこで、本書で論じてきたセクシュアリティの両義性を、ミドルクラスに特有の文化とし 
て位置づけるだけでなく、社会的な流動性の高まりという時代背景のなかで、ナイロビとい 
う都市社会全体に影響していく可能性を指摘したい。それは、ミドルクラスが増加していく 
ことをふまえた社会階層の流動性と、グローバル化における文化変容のありかたに関係し
ている。まず、スプロンクも述べているマスメディアの影響（第 6 章）、恋愛やセクシュア 
リティの発展の場となるナイトライフ（バーやクラブ）に顕著な消費文化の浸透、さらに若 
年層の支持を集めるキリスト教会などは、セクシュアリティが「モダン」な行為であるとい 
う認識を拡大させ、その「両義性」の生成を促進する媒体となっているといえる。例えば、
6　2011 年のアフリカ開発銀行の報告書によると、1 日の消費額が 2 ドルから 20 ドルの層がミド 
ルクラスと定義されている（AfDB 2011）。
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評者が研究対象としているナイロビのペンテコステ派キリスト教会
7
のうち、若年層やミド 
ルクラスが多く集う教会では、セクシュアリティに対して「寛容」あるいは「モダン」とみ 
なされる実践が行われている。そこでは、多くの主流派キリスト教において教義に反すると 
して避けられてきた快楽のための性行為が、夫婦間においては「愛を深める行為」として推 
奨されたり、子孫繁栄に逆らうとして禁止されてきた避妊具を用いた性行為が許されてい
たりする。このように、マスメディアや消費文化の浸透、そしてキリスト教会文化の変容と 
いった背景のなかで、セクシュアリティの「モダンさ」が追求されていく傾向は今後拡大し 
ていくと考えられる。その一方で、セクシュアリティに関する「アフリカ性」や「伝統的規 
範」といった保守的な立場との対立が起こっていくことも考えられるだろう。特に、伝統的 
なジェンダー価値、女子割礼、一夫多妻制などは農村部の社会では価値を置かれており、ま 
たナイロビにおいても「都市のなかの村」とも称されるスクウォッターや貧困層居住地区な 
どで生活する人びとには広範に受容されている価値観であるといえる。このように、本書で 
導かれたミドルクラス文化としてのセクシュアリティを通じた葛藤は、ポストコロニアル
の現在における文化変容を促す多様な媒体の拡大によって、今後はより広い文脈で社会階
層へと影響を与えていく可能性が見込まれるのである。
独立から半世紀が経過し、自らの道を模索しながら歩んでいるアフリカ社会が、民主化や 
グローバル化の進展における「モダンな」立場と、伝統的思考や「アフリカ性」とどのよう 
に向き合っていくのかという状況をみる際にも、セクシュアリティに着目する意義がある
だろう
8
。
5　おわりに
近年、アフリカの多くの国で経済成長
9
が著しい。しかし、現代のグローバル市場経済の 
問題は、一部の人びとのみに多大な恩恵をもたらす反面、排除される人びととのあいだに明 
確な線引きを行うことにある。つまり、経済格差を生み出し、階層分化を促すということで 
ある。社会階層は、文化的実践、つまり前述の議論に則して述べるとセクシュアリティが客 
観的指標のひとつになりうるとはいえ、決して固定的で静的な実体ではない。旧来のロウア 
ークラスがミドルクラスに帰結したり、両親の世代はロウアークラスだったのが世代を超
えてミドルクラスに上昇したり、あるいは上昇を果たせないロウアークラスなど、グローバ
ル化の力学の細部の作用は、このように社会階層の流動化自体に作用していると考えられ 
る。スプロンクが本書で対象としたミドルクラスは、アフリカで加速化するグローバル市場 
7　20 世紀初頭のアメリカ都市部に起源をもつプロテスタントの一宗派。
8　スプロンクがフィールド調査（2001 年〜 2002 年、2004 年）を行ってから現在に至るまで、 
選挙後暴動（2007 ／ 2008 年）、それをふまえ独立以降初めてのケニア人自身による民主的な憲 
法改正（2010）、女子割礼の非合法化（2011）が行われるなど、調査時と現在では異なった状 
況がみられるだろう。
9　ケニアでは、2013 年度の実質 GDP 成長率は 4.7％（KNBS 2014）。
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経済の発展によって生成してきた層であり、そのセクシュアリティに着目することで、快楽 
と不安のあいだの緊張感、ポストコロニアル状況における近代的自己／主体形成を探求し 
つつ葛藤するようすを描きだした。このことを、社会階層全体の流動に着目することによっ
て、グローバル化の力学、社会階層構成のダイナミズム、伝統と近代の多様な葛藤、それが
身体にどのように表れるのか、など非常に広がりのある展開が期待できるのである。このよ 
うに、本書の議論をセクシュアリティと社会階層の接合という観点から継承し展開してい
くとき、現代アフリカの状況をより精緻に分析する展望が開かれる。本書の冒頭で引用した 
ワイナイナによって描かれた、従来のアフリカ表象への慷慨とも通ずるが、著者の研究の基 
底となる「アフリカのセクシュアリティ」という固定化された表象を批判的に捉え返すため 
の橋頭堡を築いた本書は、セクシュアリティ研究はもちろん、都市研究や階層研究の領域の 
成果に対しても非常に重要な貢献であるといえるだろう。
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